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感染症克服への願い

国立国会図書館の蔵書から（特別編）

　

現
在
、
世
界
各
地
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
人
々

が
ど
の
よ
う
な
思
い
で
様
々
な
感
染
症
に
向
き
合
っ

て
き
た
の
か
、
今
回
の
「
今
月
の
一
冊
」
は
少
し
趣

向
を
変
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

平
安
時
代
末
期
の
武
将
で
あ
る
源
為
朝
（
１
１
３
９

～
１
１
７
０
）
は
、
五
人
張
り
と
も
言
わ
れ
る
強
弓
を

軽
々
と
使
い
こ
な
し
、
鎮
西
八
郎
と
称
し
て
武
勇
を

轟
か
せ
て
い
ま
し
た
。
保
元
の
乱
（
１
１
５
６
）
で
は

崇
徳
上
皇
側
に
つ
い
て
奮
戦
し
ま
し
た
が
敗
北
し
、

伊
豆
大
島
に
配
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
絵
は
、
八
丈
島
で
為
朝
が
疱
瘡
神
（
天
然
痘

を
起
こ
す
神
）を
退
治
し
て
い
る
様
子
で
す
。
ま
た
、

馬
琴
の
『
椿
説
弓
張
月
』
で
は
、
疱
瘡
神
を
退
け
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

天
然
痘
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る

感
染
症
で
す
。
強
い
伝
播
力
と
高
い
死
亡
率
、ま
た
、

命
を
取
り
留
め
て
も
顔
や
体
に
跡
が
残
る
こ
と
か

ら
、
古
く
か
ら
恐
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
で
は

奈
良
時
代
に
流
行
し
た
天
然
痘
に
よ
り
、
当
時
の
日

本
の
人
口
の
約
３
割
が
死
亡
し
た
と
の
説
も
あ
り
、

東
大
寺
盧
舎
那
仏
像
（
奈
良
の
大
仏
）
が
造
立
さ
れ

る
き
っ
か
け
の
ひ
と
つ
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

コ
レ
ラ
も
世
界
で
流
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
経
口

感
染
症
の
一
種
で
す
。
現
在
で
も
年
間
１
３
０
万
人

か
ら
４
０
０
万
人
の
コ
レ
ラ
患
者
が
発
生
し
て
い
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
日
本
で
は
「
虎
列

今 月 の 一 冊

新形三十六怪撰　為朝の武威痘鬼神を退く圖
月岡芳年 ［画］　松木平吉　明治35（1902）（『新形三十六怪撰』所収）
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1306529

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1306529
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刺
」
な
ど
の
当
て
字
の
他
、
激
し
い
下
痢
や
嘔
吐
と

い
っ
た
症
状
か
ら
「
鉄
砲
」
や
「
見け

ん

急き
ゅ
う」、

ま
た
死

に
至
る
ま
で
の
早
さ
か
ら
「
虎コ

ロ

リ
狼
痢
」
な
ど
と
も
呼

ば
れ
ま
し
た
。

　

上
の
絵
は
安
政
６
（
１
８
５
９
）
年
10
月
、
歌
川
広

景
に
よ
る
も
の
で
す
。「
蜜
柑
太
夫
」
や
「
藤
唐
土

之
助
」
ら
青
物
（
野
菜
類
）
と
「
蛸
入
道
八
足
」
に

「
鰈
平
太
」
な
ど
の
魚
類
と
が
合
戦
を
行
い
、
コ
レ

ラ
に
罹
り
に
く
い
野
菜
類
が
勝
利
す
る
と
い
う
構
図

に
な
っ
て
い
ま
す
。
人
間
以
外
の
も
の
を
擬
人
化
さ

せ
て
戦
わ
せ
る
と
い
う
構
図
は
「
異
類
合
戦
物
」
と

い
い
、
錦
絵
の
人
気
ジ
ャ
ン
ル
の
ひ
と
つ
で
し
た
。

こ
の
絵
が
描
か
れ
た
前
年
は
コ
レ
ラ
が
大
流
行
し
、

江
戸
で
は
生
も
の
、
特
に
魚
が
全
く
売
れ
ず
、
野
菜

類
は
逆
に
高
騰
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

現
代
に
お
い
て
身
近
と
も
い
え
る
感
染
症
に
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
あ
り
ま
す
。
大
正
７
（
１
９
１
８
）
年

か
ら
世
界
的
に
流
行
し
た
も
の
は
「
ス
ペ
イ
ン
風

邪
」
の
名
で
有
名
で
す
が
、
全
世
界
で
約
６
億
人

が
感
染
し
、
死
亡
者
数
は
約
４
０
０
０
万
人
か
ら

５
０
０
０
万
人
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
左
の
マ
ス

ク
や
う
が
い
の
絵
は
内
務
省
衛
生
局
編
『
流
行
性
感

冒
』
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
猛
威
を
ふ
る
っ
た
ス

ペ
イ
ン
風
邪
へ
の
対
応
の
経
験
を
元
に
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
病
因
と
し
て
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
が
未
だ
知
ら
れ
て
い
な
い

時
期
で
す
が
、
マ
ス
ク
や
う
が
い
の
重
要
性
、
予
防

注
射
の
勧
め
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
、
そ
の
対
処
法

は
お
よ
そ
１
０
０
年
後
の
現
在
と
大
き
く
は
変
わ
ら

な
い
も
の
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「青物魚軍勢大合戰之圖」歌川広景 画　辻岡屋　安政 6（1859）（『東錦絵』所収）
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312046

『流行性感冒』内務省衛生局 編　内務省衛生局　大正 11
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/985202/94

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312046
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/985202/94
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『肥後国海中の怪 ( アマビエの図 )』（京都大学附属図書館所蔵）
https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00000122

　

最
後
の
絵
は
、
弘
化
３
（
１
８
４
６
）
年
、
江
戸

時
代
の
瓦
版
で
『
肥
後
国
海
中
の
怪
（
ア
マ
ビ
エ
の

図
）』（
京
都
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
）
で
す
。
右
の

文
章
を
要
約
す
る
と
、「
肥
後
の
国
（
熊
本
県
）
の

海
中
に
毎
夜
光
る
物
が
出
没
す
る
の
で
役
人
が
調
べ

に
行
っ
た
。
す
る
と
図
の
者
が
現
れ
『
私
は
、
海
中

に
住
む
ア
マ
ビ
エ
と
い
う
者
で
あ
る
。
今
後
６
年
間

は
諸
国
豊
作
で
あ
る
が
、
病
も
流
行
す
る
の
で
私
の

姿
を
写
し
て
人
々
に
見
せ
な
さ
い
。』
と
言
い
海
中

に
消
え
て
い
っ
た
。
こ
れ
は
役
人
か
ら
江
戸
へ
報
告

し
た
際
の
写
し
で
あ
る
。
弘
化
三
年
四
月
中
旬
」
と

あ
り
ま
す
。
こ
の
ア
マ
ビ
エ
は
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍

の
中
でT

w
itter

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
脚
光
を

浴
び
て
い
ま
す
。

　
「
ア
マ
ビ
エ
」
に
つ
い
て
は
、
他
に
目
撃
さ
れ
た

と
い
う
記
録
が
存
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、「
ア
マ
ビ

コ
」（「
天
彦
」、「
あ
ま
彦
」、「
天
日
子
」
等
）
と
い

う
猿
に
似
た
三
本
足
の
怪
獣
の
こ
と
が
間
違
っ
て
伝

わ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、

真
偽
の
ほ
ど
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
症
の

克
服
に
対
す
る
、
人
々
の
祈
る
よ
う
な
思
い
は
現
在

も
昔
も
変
わ
ら
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

本稿は、ミニ電子展示会「本の万華鏡」の第 11 回「はやり
病あれこれ」を元に構成しました。
https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/11/

https://rmda.kulib.kyoto-u.ac.jp/item/rb00000122
https://www.ndl.go.jp/kaleido/entry/11/
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規
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資
料
か
ら

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、
幕
末
・
維
新
期
か
ら
現
代
ま
で
の
政
治

家
、
官
僚
、
軍
人
ら
が
所
有
し
て
い
た
個
人
文
書
（
憲
政
資
料
約

四
二
万
点
）
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
東
京
本
館
憲
政
資

料
室
で
新
規
に
公
開
し
た
資
料
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

憲
政
資
料
は
主
に
ご
子
孫
な
ど
か
ら
の
寄
贈
に
よ
っ
て
収
集
し

た
資
料
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
整
理
や
目
録
作
成
を
行
っ
た
上

で
一
般
に
公
開
し
ま
す
。
こ
の
記
事
に
よ
り
、
政
治
史
を
は
じ
め

様
々
な
分
野
の
調
査
・
研
究
を
支
え
る
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

魅
力
の
一
端
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

憲
政
資
料
室
の
新
規
公
開
資
料
か
ら

憲政資料室のご案内（東京本館　本館4階）

　幕末・維新期から現代にいたる政治家・官僚・軍人
などが所蔵していた文書類を集めた「憲政資料」、第
二次世界大戦終了後の連合国による日本占領に関する
米国の公文書を中心に集めた「日本占領関係資料」、
主に北米・南米への日本人移民に関する資料を集めた
「日系移民関係資料」を扱っています。
　憲政資料室の利用方法、今回紹介する資料を含む所
蔵資料の概要については、リサーチ・ナビ「憲政資料
室の所蔵資料」（https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/）をご覧
ください。

憲政資料室

中
村
覚
書
簡　

乃
木
希
典
宛
（
複
製
）（
憲
政
資
料

室
収
集
文
書
３
５
１
）

（
一
点
　
令
和
元
年
一
二
月
公
開
）

　

日
露
戦
争
に
従
軍
し
た
陸
軍
少
将
中
村

覚
か
ら
軍
司
令
官
の
乃
木
希
典
に
宛
て
た

書
簡
の
複
製
で
す
。

　

中
村
覚
は
、
日
露
戦
争
で
の
旅
順
攻
略

戦
に
お
い
て
、
松
樹
山
補
備
砲
台
へ
の
夜

襲
を
乃
木
軍
司
令
官
に
具
申
し
ま
す
。
明

治
三
七（
一
九
〇
四
）年
一
一
月
、後
に「
白

襷
隊（

１
）」
と
呼
ば
れ
る
特
別
支
隊
を
率
い
て

作
戦
に
当
た
り
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
軍
の

猛
反
撃
に
よ
り
自
身
も
負
傷
、
部
隊
も
甚

大
な
被
害
を
受
け
て
作
戦
は
失
敗
に
終
わ

り
ま
す
。
そ
の
直
後
に
記
さ
れ
た
こ
の
書

簡
で
は
、「
国
家
ニ
対
シ
軍
司
令
官
ニ
対
シ

面
目
之
レ
無
ク
奉
恐
入
候
」
と
詫
び
つ
つ
、

「
目
下
ノ
形
勢
ニ
於
テ
我
陸
軍
ハ
要
塞
中

断
ヲ
決
行
ス
ル
ヿ
尤
モ
陥
落
ヲ
早
ム
ル
ノ

道
ナ
ル
ベ
シ
ト
考
フ
」（
写
真
１
矢
印
）
と

要
塞
攻
略
の
持
論
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
収
め
る
丸
筒
に
は
、
中

村
覚
の
息
子
中
村
謙
一
が
、
書
簡
複
製
の

由
来
に
つ
い
て
説
明
し
た
書
簡
が
同
封
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
中
村

覚
書
簡
の
原
本
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）

年
、
靖
国
神
社
の
遊
就
館
に
陳
列
中
で

あ
っ
た
故
乃
木
将
軍
の
軍
服
の
内
ポ
ケ
ッ

ト
か
ら
発
見
さ
れ
、
新
聞
報
道
で
も
取
り

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。中
村
謙
一
は
続
け
て
、

翌
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
が
中
村
覚
の

七
回
忌
に
当
た
り
、
近
親
者
で
法
要
を
営

ん
だ
際
に
記
念
と
し
て
複
製
を
作
っ
た
と

記
し
て
い
ま
す
。

　

同
年
一
一
月
九
日
付
の
東
京
朝
日
新
聞

で
は
、「
中
村
隊
長
の
『
哀
別
の
辞
』
を

発
見　

旅
順
の
奮
戦
を
思
ひ
起
さ
せ
る
白

だ
す
き
隊
の
活
躍
」
と
い
う
見
出
し
の
も

と
、
書
簡
発
見
の
経
緯
や
日
露
戦
争
当
時

の
状
況
を
解
説
し
て
い
ま
す
。「
素
よ
り

一
死
あ
る
の
み
。
生
還
を
期
せ
ず
。」
と

の
訓
示
の
も
と
、
文
字
通
り
の
決
死
戦
を

行
っ
た
白
襷
隊
は
、
日
露
戦
後
も
美
談
と

し
て
扱
わ
れ
、
当
時
な
お
人
々
の
注
目
を

集
め
て
い
た
こ
と
が
窺
え
ま
す
。
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https://rnavi.ndl.go.jp/kensei/


中村覚（1854-1925）
嘉永7（1854）年滋賀生まれ。明治8（1875）
年に陸軍少尉に任ぜられ、その後は戸
山学校長、侍従武官長等を歴任する。
日露戦争に歩兵第二旅団長として出征
し、旅順攻撃に参加した。のちに陸軍
大将。大正14（1925）年死去。
肖像写真の出典：『華族畫報　下』（杉謙二 編、
吉川弘文館、2011年）

写真1　中村覚書簡　乃木希典宛（複製）　明治37（1904）年11月30日
<憲政資料室収集文書351>

（右上から反時計回りに）書簡の入った丸筒、中村謙一が書簡複製の由
来について説明した書簡、中村覚から乃木希典に宛てた書簡の複製2枚。
※赤い矢印は本文引用部分。

1　夜間の同士討ちを避けるために白い襷を掛けたことに由来する。
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原
敬
書
簡
西
園
寺
公
望
宛
（
憲
政
資
料
室
収
集
文
書

３
５
３
） 

（
一
点
　
令
和
二
年
一
月
公
開
）

　

日
清
戦
争
後
、
朝
鮮
半
島
で
は
ロ
シ
ア

と
日
本
が
そ
れ
ぞ
れ
勢
力
を
伸
張
し
よ
う

と
競
っ
て
い
ま
し
た
。
朝
鮮
政
府
内
で
親

日
派
と
親
露
派
が
対
立
し
、
明
治
二
八

（
一
八
九
五
）
年
一
〇
月
に
は
日
本
軍
守

備
隊
ら
に
よ
る
閔
妃
殺
害
事
件
が
発
生
、

翌
年
二
月
に
朝
鮮
国
王
が
ロ
シ
ア
公
使
館

に
居
を
移
す
等
、
朝
鮮
の
政
情
は
騒
が
し

い
状
態
で
し
た
。
同
年
、
外
務
次
官
で

あ
っ
た
原
敬
が
在
朝
鮮
国
公
使
へ
任
ぜ
ら

れ
、
七
月
七
日
に
首
都
の
京
城
に
入
り
ま

し
た
。

　

原
は
着
任
早
々
、
同
国
の
外
務
大
臣
や

各
国
公
使
に
会
う
中
で
、
同
月
一
一
日
に

伊
藤
首
相
と
西
園
寺
外
相
に
手
紙
を
送
っ

て
い
ま
す
（『
原
敬
日
記
』
明
治
二
九
年

七
月
一
一
日
の
条
）。
こ
れ
が
西
園
寺
宛

の
手
紙
で
、
な
ん
と
、
一
九
〇
行
を
超
え

る
長
さ
で
す
。
原
は
、
見
聞
し
た
こ
と
の

詳
細
や
意
見
を
縷
々
述
べ
て
い
ま
す
。
す

で
に
知
ら
れ
て
い
る
伊
藤
首
相
へ
の
手
紙

（『
伊
藤
博
文
関
係
文
書
』
第
六
巻
収
録
）

の
中
で
「
委
細
当
地
の
事
情
は
西
園
寺
大

臣
ま
て
内
申
」
し
た
と
記
し
た
内
申
の
内

容
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
は
、
朝
鮮
側
で
は
原
公
使
着
任

に
つ
い
て
流
言
も
あ
り
、
そ
の
意
向
を
探

偵
し
た
が
っ
て
お
り
、
薄
気
味
悪
く
思
っ

て
い
る
こ
と
、
朝
鮮
の
内
閣
は
混
乱
し
て

い
る
こ
と
、
一
方
在
留
日
本
人
は
比
較
的

平
穏
で
あ
る
と
い
っ
た
状
況
を
踏
ま
え

て
、
あ
え
て
、
朝
鮮
の
内
政
に
干
渉
せ
ず

に
傍
観
す
る
の
が
「
得
策
」
で
あ
る
と
提

案
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
情
報
を
得
る

こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
「
朝
鮮
官
民

及
外
国
人
之
事
情
探
偵
致
候
事
も
少
シ
ク

不
充
分
ニ
相
見
え
、
現
ニ
是
等
ノ
為
メ
費

消
ス
ル
機
密
金
ハ
毎
月
六
七
十
円
ニ
過

キ
サ
ル
趣
ニ
有
之
」（
写
真
２
矢
印
（
右
））

と
、
そ
の
費
用
が
少
な
す
ぎ
る
の
で
、「
当

館
ノ
機
密
金
も
残
余
有
之
候
事
ニ
付
充
分

ニ
探
偵
致
候
様
取
計
置
候
ニ
付
是
迄
よ
り

ハ
多
少
費
用
相
崇（

マ
マ
）ミ
可
申
」（
写
真
２
矢
印

（
左
））
と
伝
え
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、

京
城
と
釜
山
を
結
ぶ
電
線
を
「
暴
徒
」
か

ら
保
護
す
る
た
め
に
金
穀
で
懐
柔
し
た
ら

ど
う
か
と
も
提
案
し
て
い
ま
す
。
最
後
に

朝
鮮
公
使
館
の
人
員
を
強
化
し
て
外
国
人

と
の
交
際
も
盛
ん
に
し
た
い
と
書
き
送
っ

て
い
ま
す
。
新
任
の
公
使
と
し
て
広
く
情

報
を
収
集
し
、
状
況
を
見
極
め
よ
う
と
す

る
原
の
姿
勢
が
伝
わ
る
手
紙
で
す
。

写真2　原敬書簡　西園寺公望宛　〔明治29（1896）年〕7月11日
<憲政資料室収集文書353>
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原敬（1856-1921）
安政3（1856）年岩手生まれ。明治15（1882）年、
外務省に入り、明治33（1900）年に立憲政友
会に参加。明治35（1902）年以降は衆議院議
員、大正7（1918）年に首相となり初の本格的
政党内閣を組織するが、大正10（1921）年東
京駅で暗殺された。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」（http://www.
ndl.go.jp/portrait/datas/172.html）
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橋
井
眞
関
係
文
書

（
九
七
点
　
令
和
二
年
七
月
公
開
）

　

大
正
初
期
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

宮
内
省
に
臨
時
編
修
局
（
後
に
臨
時
帝
室

編
修
局
と
改
称
）
が
設
け
ら
れ
、
明
治
天

皇
紀
の
編
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
上
掲
の

資
料
は
、
当
時
宮
中
顧
問
官
を
務
め
て

い
た
海
軍
軍
人
川
島
令
次
郎
が
編
修
局

員
に
語
っ
た
談
話
の
速
記
録
で
す
。
川

島
の
三
男
で
あ
る
橋
井
眞
（
商
工
官
僚
、

一
九
〇
二
‐
一
九
七
七
）
の
旧
蔵
資
料
の

一
部
と
し
て
、
こ
の
た
び
寄
贈
を
受
け
ま

し
た
。

　

川
島
は
明
治
二
七
（
一
八
九
四
）
年
か

ら
約
二
年
間
侍
従
武
官
と
し
て
明
治
天
皇

の
傍
に
仕
え
ま
し
た
。
こ
の
期
間
は
日
清

戦
争
の
時
期
と
重
な
り
ま
す
。
川
島
は
広

島
大
本
営
で
の
天
皇
の
様
子
や
、
そ
の
後

の
国
際
情
勢
に
対
す
る
天
皇
の
反
応
を
間

近
に
見
聞
き
し
、
こ
の
談
話
で
振
り
返
っ

て
い
ま
す
。
日
清
戦
争
終
結
か
ら
一
年
近

く
を
経
た
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
二

月
二
三
日
に
は
、
天
皇
が
戦
争
の
一
因
と

な
っ
た
朝
鮮
の
政
情
に
言
及
し
、「
閣
僚

ノ
不
和
カ
ラ
自
然
ニ
親
日
党
ト
親
露
党
ト

ヲ
生
ジ
テ
、
遂
ニ
親
日
・
親
露
ノ
両
党
ガ

衝
突
ス
ル
コ
ト
ニ
ナ
ツ
タ
ナ
ラ
バ
、
今
度

ハ
日
露
ノ
間
ニ
事
端
ヲ
醸
ス
ニ
到
ル
コ
ト

ナ
キ
ヲ
保
シ
難
イ
」（
写
真
３
矢
印
）
と
、

日
露
関
係
へ
の
懸
念
を
吐
露
し
て
い
ま

す
。
日
露
戦
争
が
勃
発
す
る
の
は
こ
の
八

年
後
の
こ
と
で
す
。
談
話
後
に
は
、
談
話

の
内
容
に
関
連
し
て
踏
み
込
ん
だ
質
疑
が

行
わ
れ
て
お
り
、
明
治
天
皇
紀
の
編
修
の

実
相
も
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
他
、
同
文
書
に
含
ま
れ
る
資
料
と

し
て
は
、
橋
井
が
経
済
安
定
本
部
の
要
職

を
担
っ
た
時
期
に
作
成
さ
れ
た
、
太
平
洋

戦
争
終
結
後
の
物
資
需
給
に
関
す
る
調
査

資
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。 

川島令次郎（1864-1947）
元治元（1864）年石川生まれ。海軍兵学校
卒。日清戦争前後に侍従武官を務めた。
英国駐在を経て、各艦の艦長を歴任した
後、軍令部参謀、海軍大学校長、水路
部長、旅順要港部司令官を歴任。中将。
昭和22（1947）年死去。

写真3　宮中顧問官川島令次郎氏第二回談話速記
<橋井眞関係文書83>
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末
次
一
郎
関
係
文
書

（
一
二
八
六
点
　
令
和
元
年
一
〇
月
公
開
）

　

末
次
一
郎
は
市
井
の
人
と
し
て
活
動

し
た
た
め
、
あ
ま
り
政
治
の
表
舞
台
に

は
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
戦
前
か
ら
の
系

譜
を
ひ
く
青
年
団
活
動
や
、
青
年
海
外

協
力
隊
の
創
設
に
関
わ
り
、
さ
ら
に
幅

広
い
国
際
的
人
脈
を
生
か
し
、
首
相
ブ

レ
ー
ン
と
し
て
沖
縄
・
北
方
領
土
問
題

で
後
方
支
援
に
あ
た
っ
た
国
士
的
人
物

で
す
。
本
史
料
群
は
、
手
帳
・
メ
モ
類

を
は
じ
め
、
彼
の
活
動
全
般
を
伝
え
る

資
料
が
含
ま
れ
ま
す
。

　
写
真
４
は
、
誰
が
書
い
た
の
か
は
不

明
で
す
が
、
上
部
の
付
箋
に
「
94
．
６

／
17　

総
理
へ
提
出
」
と
あ
る
の
で
、

同
日
に
末
次
が
と
き
の
首
相
羽
田
孜
に

提
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
文
中

に
「
Ｓ
」
と
し
て
登
場
す
る
の
が
末

次
、「
Ｆ
」
は
藤
森
昭
一
宮
内
庁
長
官
で

す
。
平
成
二
（
一
九
九
〇
）
年
に
長
官

か
ら
打
診
を
う
け
た
末
次
は
、
天
皇
の

沖
縄
行
幸
の
下
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

反
対
論
も
あ
る
中
、
結
局
、
全
国
植
樹

祭
が
沖
縄
県
で
開
催
さ
れ
た
平
成
五

（
一
九
九
三
）
年
四
月
に
行
幸
は
実
現
し

ま
し
た
。
こ
の
メ
モ
に
は
そ
れ
ま
で
の

経
緯
と
と
も
に
、
平
成
七
（
一
九
九
五
）

年
の
再
度
の
沖
縄
行
幸
の
布
石
と
し
て
、

一
週
間
後
（
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年

六
月
二
三
日
）
に
開
催
が
予
定
さ
れ
る

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
に
、
首
相
が
出

席
す
る
よ
う
依
頼
す
る
文
言
も
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
政
治
的
事
情
も
あ
っ
て
首

相
の
出
席
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

翌
年
の
行
幸
は
実
現
し
ま
し
た
。

末次一郎（1922-2001）
大正11（1922）年佐賀生まれ、青年教
育活動家、国家安全保障問題研究家。
陸軍中野学校二俣分校卒業後、軍人
として終戦を迎える。戦後は引揚者支
援団体日本健青会、新樹会の創設に
関わり、さらに青年団運動や青年教育
にも強い影響力を与える。その過程で
岸信介から始まり、 中曽根康弘・小渕
恵三・森喜朗ら政治家と親交を結び、
沖縄・北方領土問題などでも活動す
る。平成13(2001)年死去。

写真4　末次一郎メモ「天皇・皇后両陛下の沖縄
ご行幸について」　羽田孜首相宛　平成6（1994）
年6月17日
<末次一郎関係文書513>
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松
方
正
義
関
係
文
書
（
寄
託
）

（
四
八
六
点
　
令
和
二
年
二
月
公
開
）

　
「
松
方
正
義
関
係
文
書
」
は
昭
和

二
六
（
一
九
五
一
）
年
度
か
ら
寄
託
を

受
け
て
い
る
文
書
で
す
。
黒
田
清
隆
か

ら
の
来
簡
二
一
四
通
、
山
県
有
朋
か
ら

の
来
簡
一
八
三
通
、
伊
藤
博
文
か
ら
の

来
簡
一
四
七
通
と
い
っ
た
元
勲
ク
ラ
ス

か
ら
の
大
量
の
来
簡
を
は
じ
め
と
す

る
書
簡
類
や
伝
記
関
係
資
料
か
ら
な

り
、
こ
れ
ら
の
一
部
を
翻
刻
し
た
『
松

方
正
義
関
係
文
書
』
全
二
〇
巻
（
大
東

文
化
大
学
東
洋
研
究
所
、
一
九
七
九
～

二
〇
〇
一
）
と
あ
わ
せ
て
、
広
く
近
代

史
や
経
済
史
の
研
究
に
活
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
新
た
に
四
八
六
点
に
及
ぶ

追
加
の
寄
託
を
受
け
ま
し
た
。
新
た
に

追
加
さ
れ
た
寄
託
資
料
は
ご
子
孫
の
手

元
で
長
年
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、

書
簡
、
皇
室
関
係
資
料
の
他
、
辞
令
や

勲
記
が
系
統
的
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
写
真
５
は
、
勲
功
に
よ
り
元

勲
に
優
遇
さ
れ
る
旨
の
勅
語
書
で
あ

り
、
極
め
て
珍
し
い
史
料
と
い
え
ま

す
。
ま
た
、
昭
和
天
皇
が
摂
政
を
務
め

た
期
間
に
発
出
さ
れ
て
い
る
た
め
、
摂

政
の
筆
で
ま
ず
天
皇
御
名
を
記
し
た
う

え
で
、
そ
の
傍
に
摂
政
名
が
記
さ
れ
て

い
る
と
い
う
形
式
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

写
真
６
の
「
松
方
伯
財
政
論
策
集
」

（
和
綴
本
全
一
二
冊
）
は
、
明
治
二
六

（
一
八
九
三
）
年
一
月
に
、
当
時
の
官

僚
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
明

治
初
め
か
ら
二
五
（
一
八
九
二
）
年
の

内
閣
総
理
大
臣
兼
大
蔵
大
臣
退
官
ま
で

の
時
期
の
財
政
上
の
意
見
書
、
演
説
等

を
集
成
し
た
も
の
の
写
本
で
す
。
正
本

は
松
方
家
か
ら
大
蔵
省
文
庫
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
が
、
関
東
大
震
災
に
よ
り
焼

失
し
ま
し
た
。
箱
の
裏
書
に
よ
れ
ば
大

正
八
（
一
九
一
九
）
年
に
作
成
さ
れ
た

写
本
で
あ
り
、
松
方
家
の
那
須
の
別
荘

に
い
っ
た
ん
置
か
れ
た
上
で
当
室
に
寄

託
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
新
規
追
加
資
料
に
は
皇
室

か
ら
の
御
下
賜
品
を
示
す
侍
従
か
ら
の

通
知
が
多
数
含
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
御

下
賜
品
の
内
容
は
、
鶴
、
バ
ナ
ナ
、
ハ

ム
、
粕
漬
鮎
、
味
噌
漬
兎
、
蜆し

じ
み、
白
菜
、

慈く
わ
い姑
、
益
寿
糖
（
和
菓
子
）
な
ど
至
っ

て
多
彩
で
す
。

写真5　元勲優遇の勅語書　<松方正義関係文書（寄託）1227>
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（上から）資料が収められている箱を開ける様子。

松方正義（1835-1924）
天保6（1835）年鹿児島生まれ。民部大丞、大蔵大輔、内務卿、大蔵卿を
経て明治18（1885）年12月～明治24（1891）年5月第1次伊藤、黒田、第1
次山県内閣の大蔵大臣を歴任。明治24（1891）年5月～明治25（1892）年8
月内閣総理大臣兼大蔵大臣、明治28（1895）年3月～8月第2次伊藤内閣
大蔵大臣。明治29（1896）年9月～明治31（1898）年1月、内閣総理大臣兼
大蔵大臣、第2次山県内閣大蔵大臣。枢密顧問官、貴族院議員を経て大
正6（1917）年5月～大正9（1920）年1月内大臣、大正11（1922）年9月公爵、
大正13（1924）年7月2日死去。
肖像写真の出典：「近代日本人の肖像」（http://www.ndl.go.jp/portrait/datas/194.html）

写真6　松方伯財政論策集　<松方正義関係文書（寄託）1235>
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国
会
議
事
堂
が
で
き
る
ま
で

ミ
ニ
電
子
展
示
「
本
の
万
華
鏡
」
第
28
回　

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
屋
根
が
特
徴
的
な
、
東
京
・

永
田
町
に
あ
る
国
会
議
事
堂
。
テ
レ
ビ
で
目
に
し

な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
こ
の
現
在
の
議

事
堂
（
こ
こ
で
は
「
本
議
事
堂
」
と
呼
び
ま
す
。）
が

実
は
5
代
目
の
建
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
皆

さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
た
か
？

　

本
議
事
堂
が
帝
国
議
会
議
事
堂
と
し
て
完
成

し
た
の
は
昭
和
11（
１
９
３
６
）年
の
こ
と
で
す
。
正

式
な
議
事
堂
と
し
て
は
こ
れ
が
最
初
の
建
物
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
に
4
つ
の
仮
の
建
物
（
こ
こ
で
は
「
仮

議
事
堂
」
と
呼
び
ま
す
。）
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
4

つ
の
仮
議
事
堂
の
う
ち
3
つ
は
東
京
に
、
あ
と
1
つ

は
な
ん
と
広
島
に
あ
り
ま
し
た
！

本
年
12
月
の
「
議
会
開
設
百
三
十
年
記
念
議
会
政
治
展
示
会
」（
18
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
開
催

に
先
立
ち
、ミ
ニ
電
子
展
示「
本
の
万
華
鏡
」で
は
、「
国
会
議
事
堂
が
で
き
る
ま
で
」と
題
し
、

仮
議
事
堂
の
移
り
変
わ
り
と
本
議
事
堂
が
落
成
す
る
ま
で
の
経
緯
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
月

報
の
誌
面
で
も
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

インターネットで ご覧いただけます

楊齋延一 [ 画 ]「帝國議會衆議院之圖」, 綱島亀吉 , 1890

https://dl.ndl.go. jp/info:ndljp/pid/2542873

楊齋延一筆「帝國議會議事堂之圖」, 佐 木々豊吉 , 1890 
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542872

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542873
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542872
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幻
の
議
事
堂

　

実
際
に
建
て
ら
れ
た
仮
議
事
堂
を
紹
介

す
る
前
に
、
ま
ず
仮
議
事
堂
誕
生
前
に
計

画
さ
れ
た
「
幻
の
議
事
堂
」
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。「
幻
の
議
事

堂
」
は
お
雇
い
外
国
人
の
ド
イ
ツ
人
建
築

家
ヘ
ル
マ
ン
・
エ
ン
デ
（Herm

ann Ende

）

と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
（W

ilhelm
 

Böckm
ann

）
が
経
営
す
る
建
築
事
務
所
に

よ
り
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
2
人
は
外
務
大

臣
・
井
上
馨
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
「
官

庁
集
中
計
画
」
の
一
環
と
し
て
、当
時
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
流
行
し
て
い
た
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ

ク
様
式
の
議
事
堂
を
提
案
し
ま
し
た
。
明

治
20（
１
８
８
７
）年
、
第
1
回
帝
国
議
会
開

会
の
3
年
前
の
こ
と
で
す
。
建
設
予
定
地

は
東
京
府
麴
町
区
永
田
町
1
丁
目
（
現
：
東

京
都
千
代
田
区
永
田
町
1
丁
目
）、
本
議
事
堂

が
実
際
に
建
て
ら
れ
た
そ
の
場
所
で
し
た
。

し
か
し
、
官
庁
集
中
計
画
自
体
が
予
算
不

足
や
井
上
の
失
脚
な
ど
に
よ
っ
て
実
現
せ

ず
、
計
画
の
中
で
実
際
に
建
設
さ
れ
た
庁

舎
は
司
法
省
と
大
審
院
（
最
上
級
裁
判
所
）

の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、
エ
ン
デ
・
ベ
ッ
ク
マ
ン
事
務
所
に
よ

る
議
事
堂
は
、
幻
に
終
わ
っ
た
の
で
す
。

第
一
次
仮
議
事
堂

　

議
事
堂
の
本
建
築
は
中
止
と
な
っ
た
も

の
の
、
明
治
14（
１
８
８
１
）年
の
国
会
開
設

の
勅
諭
で
明
治
23（
１
８
９
０
）年
を
期
し
て

国
会
を
開
設
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
仮
議
事
堂
が
建
築
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

初
代
の
仮
議
事
堂
（
こ
こ
で
は
東
京
に

建
て
ら
れ
た
3
つ
の
仮
議
事
堂
を
そ
れ
ぞ

れ
「
第
○
次
仮
議
事
堂
」
と
呼
び
ま
す
。）

は
、
明
治
23
年
11
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

所
在
地
は
東
京
市
麴
町
区
内
幸
町
2
丁
目

（
現
：
東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
1
丁
目
）、

現
在
は
経
済
産
業
省
の
敷
地
に
な
っ
て
い

る
場
所
で
す
。
設
計
を
担
当
し
た
の
は
ド

イ
ツ
人
建
築
家
ア
ド
ル
フ
・
シ
ュ
テ
ー
ク

ミ
ュ
ラ
ー
（
ス
テ
ヒ
ミ
ュ
レ
ル
）（A

dolph 

Stegm
üller

）
と
内
務
省
臨
時
建
築
局
技

師
の
吉
井
茂し

げ
の
り則
で
、
木
造
2
階
建
て
の
建

物
で
し
た
。

　

完
成
直
後
の
同
年
11
月
29
日
、
大
日
本

帝
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
第

1
回
帝
国
議
会
が
開
会
し
ま
し
た
。「
第

一
次
仮
議
事
堂
」
は
正
に
「
す
べ
り
込
み
」

で
完
成
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
完
成
か
ら
わ
ず
か
2
か
月
後

帝國議事堂建築計劃圖
建築世界社編輯『建築圖案集　東京勸業展覽會出品』第 2 回 , 建築世界社 , 1912【408-61】

第１章　仮議事堂の変遷
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の
翌
明
治
24（
１
８
９
１
）年
1
月
20
日
未
明
、

突
然
の
火
災
に
よ
り
第
一
次
仮
議
事
堂
は

全
焼
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
出
火
原
因
は

漏
電
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
二
次
仮
議
事
堂

　

第
一
次
仮
議
事
堂
が
火
災
に
よ
り
失
わ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
新
た
な
仮
議
事
堂
を

建
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

設
計
し
た
の
は
第
一
次
仮
議
事
堂
設
計

に
も
参
加
し
た
内
務
省
技
師
（
臨
時
建
築

局
は
明
治
23（
１
８
９
０
）年
3
月
に
廃
止
）

の
吉
井
と
、
ド
イ
ツ
人
建
築
家
オ
ス
カ
ー

ル
・
チ
ー
ツ
ェ
（O

scar T
ietze

）
で
す
。

「
第
二
次
仮
議
事
堂
」
が
完
成
し
た
の
は

明
治
24（
１
８
９
１
）年
10
月
、
第
一
次
仮
議

事
堂
の
火
災
か
ら
9
か
月
後
の
こ
と
で
し

た
。
第
一
次
仮
議
事
堂
に
類
似
し
た
外
観

を
持
つ
、
同
じ
く
木
造
2
階
建
て
の
建
物

で
し
た
。
第
一
次
仮
議
事
堂
と
の
相
違
点

と
し
て
、
中
央
の
玄
関
に
加
え
て
貴
族
院
・

衆
議
院
そ
れ
ぞ
れ
に
も
玄
関
が
設
け
ら
れ

た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
30
年
以
上
に
わ
た
り
、
第
二

次
仮
議
事
堂
は
帝
国
議
会
議
事
堂
と
し

て
の
役
目
を
果
た
し
ま
し
た
。
大
正
12

（
１
９
２
３
）年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で

も
建
物
は
倒
壊
や
類
焼
と
い
っ
た
最
悪
の

事
態
は
免
れ
ま
す
。
し
か
し
、
震
災
で
受

け
た
被
害
は
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
そ
れ
を

補
修
す
る
た
め
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い

た
大
正
14（
１
９
２
５
）年
9
月
、
工
事
業
者

の
火
の
不
始
末
に
よ
る
火
災
が
発
生
し
、

第
二
次
仮
議
事
堂
は
第
一
次
仮
議
事
堂
と

同
じ
く
焼
失
と
い
う
最
期
を
迎
え
て
し
ま

い
ま
し
た
。

広
島
臨
時
仮
議
事
堂

　

こ
の
第
二
次
仮
議
事
堂
が
使
わ
れ
て
い

た
期
間
中
に
、
日
本
は
日
清
戦
争
・
日
露

戦
争
・
第
一
次
世
界
大
戦
と
い
う
3
つ

の
大
き
な
戦
争
を
経
験
し
ま
す
。
日
清
戦

争
中
の
明
治
27（
１
８
９
４
）年
に
は
、
東
京

で
は
な
く
別
の
都
市
に
あ
る
臨
時
仮
議
事

堂
で
第
7
回
帝
国
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
当
時
大
本
営
が
置
か
れ
て
明

治
天
皇
が
滞
在
し
、
臨
時
首
都
の
様
相
を

呈
し
た
広
島
で
す
。
議
会
政
治
の
歴
史
の

中
で
、
帝
国
議
会
や
国
会
が
東
京
以
外
の

場
所
で
開
か
れ
た
唯
一
の
例
と
な
っ
て
い

帝國議事堂炎上之圖
小林清親画「帝國議事堂炎上之圖」, 井上吉次郎 , 明治 24

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542818

第一囘假議事堂貴族院議場／第一囘假議事堂全景
[ 大蔵省 ] 営繕管財局編『帝国議会議事堂建築報告書』〔本編〕, 営繕管財局 , 昭和 13【758-145】  

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2542818
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ま
す
。
所
在
地
は
陸
軍
西
練
兵
場
内
（
現
：

広
島
市
中
区
基
町
）、
木
造
平
屋
建
て
、

設
計
し
た
の
は
本
議
事
堂
の
建
設
計
画
に

も
か
か
わ
っ
た
建
築
家
で
、
当
時
は
内
務

省
に
所
属
し
て
い
た
妻つ

ま
き木
頼よ
り
な
か黄
で
す
。
そ

の
後
、
帝
国
議
会
は
東
京
の
第
二
次
仮
議

事
堂
へ
と
戻
り
ま
す
。
広
島
の
臨
時
仮

議
事
堂
は
予
備
病
院
や
兵
舎
と
い
っ
た
陸

軍
の
施
設
に
転
用
さ
れ
た
の
ち
、
明
治
31

（
１
８
９
８
）年
に
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

第
三
次
仮
議
事
堂

　

大
正
14（
１
９
２
５
）年
12
月
、
わ
ず
か
3

か
月
弱
の
工
期
を
経
て
、
新
た
な
仮
議
事

堂
が
完
成
し
ま
し
た
。
第
一
次
・
第
二
次

仮
議
事
堂
と
同
じ
く
木
造
2
階
建
て
の
建

物
で
し
た
。
昭
和
11（
１
９
３
６
）年
に
現
在

の
本
議
事
堂
が
完
成
す
る
ま
で
の
10
年
あ

ま
り
の
間
、
こ
の
「
第
三
次
仮
議
事
堂
」

が
帝
国
議
会
議
事
堂
と
し
て
の
役
目
を
果

た
し
ま
し
た
。

第二囘假議事堂貴族院議場／第二囘假議事堂全景
[ 大蔵省 ] 営繕管財局編『帝国議会議事堂建築報告書』〔本編〕, 営繕管財局 , 昭和 13【758-145】

臨時議會全景（広島臨時仮議事堂）
『戦国写真画報』（3）春陽堂 , 1894【雑 53-1】

全景（第三次仮議事堂）
『帝国議会仮議事堂建築記念』, 

光明社 , 1925【YQ2-1621】
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議
事
堂
の
設
計

　

本
議
事
堂
の
設
計
デ
ザ
イ
ン
は
、
建
築
設

計
競
技
と
し
て
一
般
公
募
さ
れ
ま
し
た
。
競

技
は
大
正
7（
１
９
１
８
）年
か
ら
翌
年
に
か
け

て
行
わ
れ
、
実
施
し
た
の
は
こ
の
と
き
大
蔵

省
に
設
置
さ
れ
た
臨
時
議
院
建
築
局
で
す
。

一
等
に
選
ば
れ
た
の
は
宮
内
省
技
手
の
渡
邊

福
三
の
案
で
し
た
。

  議
事
堂
の
建
設

　

建
築
設
計
競
技
の
開
催
と
入
選
案
の
修
正

を
経
て
、
大
正
9（
１
９
２
０
）年
に
本
議
事
堂

が
着
工
し
ま
す
。
こ
の
時
は
第
二
次
仮
議
事

堂
が
使
わ
れ
て
い
る
時
代
で
し
た
。
本
議
事

堂
が
完
成
し
た
の
は
な
ん
と
約
17
年
後
、
昭

和
11（
１
９
３
６
）年
の
こ
と
で
し
た
。
工
期
が

こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
長
期
化
し
た
の
に
は
、
以

下
の
理
由
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

建
設
中
の
大
正
12（
１
９
２
３
）年
に
関
東
大

震
災
が
発
生
、
幸
い
本
議
事
堂
の
建
物
自
体

は
無
事
だ
っ
た
も
の
の
、
こ
の
震
災
が
工
事

に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
地
震
後
、

火
災
に
よ
り
大
蔵
省
が
全
焼
し
、
こ
こ
に

あ
っ
た
重
要
な
設
計
図
や
模
型
な
ど
も
失
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
建
設
に
用

い
る
鉄
材
を
積
ん
だ
船
が
津
波
に
よ
り
沈
没

一等　透視圖　渡邊福三氏案
洪洋社編『議院建築意匠設計競技図集』, 洪洋社 , 大正 9

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/967480/4（モノクロ画像）

鐵骨組立全景
[ 大蔵省 ] 営繕管財局編『帝国議会議事堂建築報告書 〔本編〕』, 営繕管財局 , 昭和 13【758-145】

第２章　本議事堂の完成

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/967480/4
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　「本の万華鏡」は国立国会図書館のさまざまな資料を、
インターネットでご覧いただける展示会です。スマートフォ
ンからの閲覧にも対応しています。お手元のスクリーンを通
して、資料に残された議事堂の姿をぜひご覧ください。

https://www.ndl.go.jp/kaleido/

本の万華鏡 検索

し
、
再
発
注
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
、

工
期
の
遅
れ
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

建
築
を
担
っ
た
の
は
大
蔵
省
臨
時
議
院
建

築
局
（
の
ち
に
営
繕
管
財
局
）
で
、
技
師
長

の
矢
橋
賢
吉
の
指
導
の
も
と
、
宮
内
省
内
匠

寮
（
競
技
実
施
時
は
渡
邊
福
三
の
部
下
）
か

ら
大
蔵
省
臨
時
建
築
局
技
師
に
抜
擢
さ
れ
た

吉
武
東
里
や
、
こ
の
後
も
数
々
の
官
庁
建
築

を
手
が
け
る
こ
と
に
な
る
大
熊
喜よ

し
く
に邦
ら
が
参

画
し
て
い
ま
す
。
工
事
は
、昭
和
2（
１
９
２
７
）

年
の
上
棟
式
直
後
に
矢
橋
が
急
逝
し
て
か
ら

は
、
大
熊
が
営
繕
管
財
局
工
務
部
長
と
し
て

指
導
的
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

 

議
事
堂
の
完
成

　

昭
和
11（
１
９
３
６
）年
11
月
、
着
工
か
ら
約

17
年
の
時
を
経
て
、
つ
い
に
本
議
事
堂
が
完

成
し
ま
し
た
。
当
初
、
す
べ
て
の
建
材
を
国

産
で
賄
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、

ド
ア
ノ
ブ
と
郵
便
差
入
口
、
そ
し
て
中
央
広

間
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
み
外
国
製
の
も
の

が
使
わ
れ
ま
し
た
。
外
壁
が
山
口
県
の
黒
髪

島
や
広
島
県
の
倉
橋
島
産
の
花
崗
岩
で
覆
わ

れ
た
、
地
上
3
階
（
中
央
部
分
4
階
）
地
下

1
階
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
の
建

物
で
す
。

　

な
お
、
本
議
事
堂
が
完
成
し
た
昭
和
11
年

の
2
月
に
は
二
・
二
六
事
件
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
事
件
の
際
に
は
完
成
を
目
前
に
控
え

た
本
議
事
堂
も
占
拠
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

幸
い
に
も
本
議
事
堂
の
建
物
が
被
害
を
受
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
議
事
堂
は
完
成
以
来
80
年
あ
ま
り
、
そ

の
間
帝
国
議
会
が
国
会
へ
、
貴
族
院
が
参
議

院
へ
と
姿
を
変
え
ま
し
た
が
、
そ
の
役
目
を

果
た
し
続
け
て
い
ま
す
。

帝國議會議事堂鳥瞰圖
[ 大蔵省 ] 営繕管財局編『帝国議会議事堂建築報告書 [ 附図 ]』, 

営繕管財局 , 昭 13【758-145】

貴族院議場透視圖
[ 大蔵省 ] 営繕管財局編『帝国議会議事堂建築報告書 [ 附図 ]』, 

営繕管財局 , 昭 13【758-145】

https://www.ndl.go.jp/kaleido/
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議
会
開
設
百
三
十
年
記
念

議
会
政
治
展
示
会

日時：

令和 2 年
12 月10日（木）～ 23日（水）
※ 13日（日）、16日（水）、20日（日）を除く

場所：

東京本館 新館１F 展示室
※開催状況に変更がある場合は、国立国会図書館ホームページ、
　公式Twitter、Facebook 等でお知らせします。
※国立国会図書館東京本館の来館利用は抽選予約制ですが
　（10月1日現在）、展示室へは予約なしでご来場いただけます。

入場無料

西園寺公望書簡　桂太郎宛
明治 44（1911）年 2 月7日【桂太郎関係文書 47-30】

貴族院の本会議場　明治 23（1890）年 11 月竣工 
【東京都写真美術館所蔵】
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我
が
国
の
議
会
政
治
は
、
制
度
や
運
営
方
法
を
変

え
な
が
ら
連
綿
と
続
き
、
１
３
０
年
の
歴
史
を
刻
ん

で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
会
で
は
、議
会
が
歩
ん
で
き
た
歴
史
を
、

近
現
代
政
治
史
に
お
け
る
大
き
な
出
来
事
と
と
も

に
、
時
代
を
追
っ
て
9
章
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

　

展
示
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
で

所
蔵
す
る
、
政
治
家
や
軍
人
な
ど
が
遺
し
た
書
簡
、

日
記
、
各
種
書
類
を
主
体
と
し
て
、
そ
の
他
の
当
館

の
蔵
書
（
図
書
や
雑
誌
、
貴
重
な
錦
絵
な
ど
）、
当

館
以
外
の
機
関
か
ら
出
陳
し
て
い
た
だ
い
た
図
面
、

写
真
、
模
型
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
も
の
で

す
。
こ
れ
ら
を
用
い
て
、
議
会
政
治
や
議
事
堂
の
歴

史
を
様
々
な
形
で
表
す
こ
と
を
試
み
ま
し
た
。

　
『
国
立
国
会
図
書
館
月
報
』
で
は
、
今
月
号
（
11

月
号
）
と
来
月
号
（
12
月
号
）
の
2
号
に
わ
た
り
、

こ
の
展
示
会
の
一
端
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

歴
史
を
つ
く
っ
て
き
た

議
会
、
議
場

「帝國議事堂炎上之圖」　小林清親画　井上吉次郎
明治 24（1891）年 2 月【寄別 7-2-2-2】

池田首相所信表明演説草案　経済の部
昭和 36（1961）年【高橋亀吉関係文書（その 1）2707】

新政府綱領八策（坂本龍馬自筆）
慶応 3（1867）年 11 月　【石田英吉関係文書 1-5】

衆議院議員之証　和歌山県陸奥宗光
明治 23（1890）年 7 月12日

【陸奥宗光関係文書 108-66】
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こ
の
あ
わ
た
だ
し
い
世
間
を
よ
そ
に
す
や
す
や
と
安
眠
し

て
い
る
そ
の
背
中
に
そ
っ
と
触
れ
、
ま
ぶ
し
げ
な
寝
起
き
姿

を
つ
ぶ
さ
に
診
断
し
、
手
術
台
さ
な
が
ら
剥
き
出
し
の
ま
ま

ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
並
べ
、
そ
の
名
前
と
出
自
を
幾
多
の
ま
な

ざ
し
へ
晒
す
こ
と
─
─
国
立
国
会
図
書
館
の
業
務
の
一
つ
で

あ
る
「
展
示
」
を
こ
う
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
い

さ
さ
か
荒
々
し
く
も
感
じ
ら
れ
る
表
現
が
似
つ
か
わ
し
い
の

は
、
当
館
の
蔵
書
の
魅
力
を
ひ
ろ
く
人
々
に
伝
え
る
と
い
う

そ
の
目
的
と
は
裏
腹
に
、
後
世
に
残
す
大
切
な
資
料
は
な
る

べ
く
安
全
な
書
庫
で
保
存
し
て
お
き
た
い
切
実
な
事
情
も
抱

え
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

東
京
本
館
の
新
館
入
口
か
ら
階
段
を
下
り
た
と
こ
ろ
に

ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
展
示
室
を
会
場
と
し
て
、
ほ
ぼ
毎
年

に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
る
展
示
会
で
は
、
毎
回
ユ
ニ
ー
ク
な

テ
ー
マ
に
沿
っ
て
選
ば
れ
た
１
０
０
～
１
５
０
点
ほ
ど
の
展

示
資
料
が
来
場
者
の
目
に
う
つ
り
ま
す
。
本
の
ほ
か
に
も
錦

絵
や
直
筆
、
写
真
な
ど
、
歴
史
や
文
化
を
豊
か
に
伝
え
る
色

と
り
ど
り
の
資
料
が
集
ま
っ
た
そ
の
舞
台
は
、
展
示
会
場
の

設
営
や
広
報
ポ
ス
タ
ー
の
製
作
な
ど
の
か
た
わ
ら
、
つ
ね
に

資
料
の
保
存
状
態
を
気
に
か
け
つ
つ
準
備
が
進
め
ら
れ
ま

す
。
無
理
な
格
好
の
た
め
に
過
度
の
負
担
を
か
け
る
こ
と
が

な
い
よ
う
、
展
示
物
と
し
て
の
見
栄
え
だ
け
で
な
く
資
料
が

置
か
れ
る
環
境
に
も
注
意
を
払
い
、
展
示
会
の
前
に
は
一
つ

一
つ
の
寸
法
や
状
態
を
診
断
し
、
展
示
ケ
ー
ス
内
の
レ
イ
ア

ウ
ト
調
整
や
代
替
の
複
製
パ
ネ
ル
作
成
な
ど
適
切
な
展
示
方

法
を
慎
重
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
手
間
暇
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
で
も
抗
い
が

た
く
私
た
ち
を
「
展
示
」
へ
と
差
し
向
け
る
の
は
、
歴
史
と

文
化
の
あ
い
だ
で
資
料
そ
れ
ぞ
れ
が
放
つ
秘
か
な
輝
き
に
魅

せ
ら
れ
た
者
だ
け
が
抱
く
、
少
し
で
も
多
く
の
人
に
見
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
さ
さ
や
か
な
使
命
感
と
い
え
る
も
の
で

す
。
４
４
０
０
万
に
及
ぶ
国
立
国
会
図
書
館
の
蔵
書
の
多
く

が
ま
っ
暗
な
閉
架
式
書
庫
で
す
こ
や
か
な
眠
り
に
つ
い
て
い

る
な
か
、
と
も
す
れ
ば
そ
の
ま
ま
時
間
の
と
め
ど
な
い
堆
積

に
埋
も
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
を
世
の
光
に
当
て
な
お
す
、
そ

の
舞
台
裏
の
照
明
担
当
が
「
展
示
」
と
い
う
仕
事
で
あ
り
、

そ
こ
に
意
義
と
楽
し
さ
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

＊　

＊　

＊

　

急
い
で
最
後
に
、
今
す
べ
か
ら
く
注
目
す
べ
き
展
示
会
を

一
つ
書
き
つ
け
て
お
き
ま
す
。「
議
会
開
設
百
三
十
年
記
念

議
会
政
治
展
示
会
」
─
─
美
し
く
も
滔
々
と
漢
字
が
連
な
っ

た
こ
の
タ
イ
ト
ル
は
、
１
８
９
０
年
の
帝
国
議
会
の
開
設
よ

り
連
綿
と
つ
づ
く
日
本
の
議
会
政
治
を
こ
と
ほ
ぎ
開
催
さ
れ

る
展
示
会
で
す
。詳
細
は
本
誌
18
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(

サ
ー
ビ
ス
企
画
課 

展
示
企
画
係　

迷
亭)

すてきな資料に、
もっと「光」を



国立国会図書館は、法律によって定められた納本制度により、日本国内の出版物を広く収集しています。
このコーナーでは、主として取次店を通さない国内出版物を取り上げて、ご紹介します。
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今
日
の
美
術
館
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
の

展
示
が
行
わ
れ
て
い
る
。
映
像
作
品
や
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
そ
の
多
彩
さ
に
は

展
覧
会
場
に
足
を
踏
み
入
れ
る
た
び
に
驚
か

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
展
示
後
は
一

体
ど
の
よ
う
に
保
存
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

２
０
１
８
年
に
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術

館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
「
芸ア
ー
ト術
の
保
存
・

修
復

―
未
来
へ
の
遺
産
」
の
図
録
で
あ
る

本
書
は
、
現
代
芸
術
の
舞
台
裏
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
一
冊
で
あ
る
。
本
展
覧
会
は
素
材

や
技
法
、
表
現
形
態
が
多
様
化
し
た
現
代
の

新
し
い
芸
術
作
品
の
保
存
・
修
復
を
テ
ー
マ

と
し
て
い
る
。
本
書
で
は
展
示
作
品
等
の
写

真
が
掲
載
さ
れ
る
と
共
に
、
作
品
の
保
存
に

つ
い
て
多
種
多
様
な
観
点
か
ら
論
じ
ら
れ
て

お
り
、
図
録
と
い
う
よ
り
も
論
考
集
と
言
っ

て
よ
い
。

　

展
示
の
中
心
を
占
め
る
の
は
、
東
京
藝
術

大
学
が
所
蔵
す
る
学
生
制
作
品
で
あ
る
。
巻

末
の
出
品
リ
ス
ト
を
見
る
と
展
示
作
品
の
大

半
が
２
０
０
０
年
代
以
降
に
制
作
さ
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
Ｃ
Ｄ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
Ｕ

Ｓ
Ｂ
と
い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
に
記
録
さ
れ
て
い

る
。
本
書
で
は
記
録
媒
体
を
用
い
た
学
生
制

作
品
を
収
蔵
す
る
上
で
の
課
題
な
ど
が
扱
わ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
は
図
書
館
の
世

界
に
も
共
通
す
る
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
と
い
っ
た
「
本
で
な
い
も
の
」

を
ど
の
よ
う
に
扱
い
、
保
存
す
る
の
か
は
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
展
覧
会
で
の
特
徴
的
な
展
示
と
し
て
、

シ
ア
ノ
バ
ク
テ
リ
ア
の
増
殖
に
よ
っ
て
変
化

し
続
け
る
作
品
や
、
鶏
肉
加
工
品
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

か
ら
雌
雄
鑑
定
を
行
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

記
録
と
い
っ
た
作
品
が
あ
る
。「
バ
イ
オ
メ

デ
ィ
ア
・
ア
ー
ト
の
保
存
」
の
章
で
は
、
こ

う
し
た
生
物
に
由
来
す
る
作
品
の
保
存
手
法

に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
同
一
性
の
臨
界

―
文
化
財
と
芸

術
の
保
存
・
修
復
」
の
章
で
は
、
芸
術
作
品

の
さ
ま
ざ
ま
な
保
存
手
法
を
紹
介
し
な
が

ら
、
作
品
の
同
一
性
の
保
存
に
つ
い
て
論
じ

て
い
る
。
た
と
え
ば
現
代
の
芸
術
に
多
く
見

受
け
ら
れ
る
、
身
体
表
現
を
用
い
た
作
品
や

展
示
場
所
に
よ
っ
て
変
化
す
る
作
品
で
は
、

再
制
作
を
行
っ
た
と
し
て
も
常
に
同
じ
作
品

が
生
ま
れ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
う
し
た
作
品

を
保
存
す
る
際
に
、
何
を
同
一
性
と
捉
え
る

の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
本
章
で
は
文

化
財
の
保
存
・
修
復
が
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。

無
形
文
化
財
に
お
け
る
「
わ
ざ
」
の
伝
承
や

伊
勢
神
宮
の
遷
宮
な
ど
、
再
制
作
に
よ
る
保

存
は
古
く
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
過
去
か
ら

現
在
へ
と
継
承
さ
れ
る
文
化
財
保
存
の
手
法

を
参
照
す
る
こ
と
で
、
新
た
な
芸
術
作
品
を

守
り
伝
え
る
上
で
の
同
一
性
の
維
持
に
つ
い

て
考
察
し
て
い
る
。

　

私
た
ち
が
よ
く
知
る
絵
画
、
音
楽
、
物
語
。

ど
れ
も
過
去
の
人
々
に
よ
っ
て
守
り
継
が
れ

な
け
れ
ば
、
現
在
出
会
う
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
各
分
野
の
技
術
を
参
照
し
て
作
品

保
存
の
未
来
を
模
索
す
る
本
書
か
ら
は
、
作

品
を
次
の
時
代
へ
確
実
に
届
け
よ
う
と
す
る

意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
た

び
、
本
書
も
ま
た
当
館
で
永
く
保
存
さ
れ
る

「
未
来
へ
の
遺
産
」
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を

馳
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。　
（
山
田 

春
菜
）

芸
ア ー ト

術の保存・修復
Conservation for the art
未来への遺産　展覧会
東京藝術大学　2019.3　80p　19×19cm
<請求記号 K275-M52>
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標
準
化
推
進
係
の
「
標
準
」
っ
て
何
で
す

か
？　

何
を
す
る
係
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
国
立
国
会
図
書
館
（
以
下
「
Ｎ
Ｄ

Ｌ
」）
の
複
数
の
シ
ス
テ
ム
で
共
通
に
用

い
て
い
る
「
標
準
」、
つ

ま
り
ル
ー
ル
の
策
定
・

維
持
・
更
新
で
す
。
例

え
ば
、
シ
ス
テ
ム
の
ユ
ー

ザ
ビ
リ
テ
ィ
や
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
ま
た
、

シ
ス
テ
ム
に
登
録
さ
れ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
の
メ
タ

デ
ー
タ
に
つ
い
て
の
共

通
ル
ー
ル
な
ど
を
所
掌

し
て
い
ま
す
。

め
た
で
ー
た
…
…
？
？ 

図
書
館
や
オ
ン
ラ
イ
ン

書
店
で
本
を
探
す
時
、

本
の
タ
イ
ト
ル
や
著
者
、

テ
ー
マ
な
ど
を
入
力
し

て
検
索
し
ま
せ
ん
か
。

そ
う
い
っ
た
コ
ン
テ
ン

ツ
の
検
索
に
使
え
る
情

報
が「
メ
タ
デ
ー
タ
」で
す
。Ｎ
Ｄ
Ｌ
で
は
、

「
国
立
国
会
図
書
館
ダ
ブ
リ
ン
コ
ア
メ
タ

デ
ー
タ
記
述
（
Ｄ
Ｃ-

Ｎ
Ｄ
Ｌ（

１
）

）」
と
い

う
メ
タ
デ
ー
タ
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め

て
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
（
以
下
「
デ
ジ
コ
レ
」）
や
国
立

国
会
図
書
館
サ
ー
チ（
以
下「
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー

チ
」）
な
ど
複
数
の
シ
ス
テ
ム
で
使
っ
て

い
ま
す
。
共
通
の
ル
ー
ル
が
使
わ
れ
て
い

れ
ば
、
利
用
者
に
と
っ
て
も
分
か
り
や
す

く
、
ま
た
複
数
シ
ス
テ
ム
間
の
デ
ー
タ
共

有
が
効
率
よ
く
実
現
で
き
る
か
ら
で
す
。

デ
ー
タ
を
共
有
す
る
の
で
す
か
。

は
い
。
デ
ジ
コ
レ
と
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
機
能
を
持
っ
た
シ
ス
テ
ム

で
す
が
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
所
蔵
資
料
の
メ
タ
デ
ー

タ
な
ど
、
ど
ち
ら
の
シ
ス
テ
ム
で
も
必
要

な
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
い
う
も
の

に
つ
い
て
は
、
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と

で
、
ウ
ェ
ブ
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
よ
く
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
。

な
る
ほ
ど
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
で
は
他
機
関
の

コ
ン
テ
ン
ツ
も
検
索
で
き
ま
す
ね
。
こ
れ
も

も
し
か
し
て
…
…

そ
の
と
お
り
。
デ
ー
タ
共
有
の
成
果
で
す
。

こ
の
場
合
は
他
機
関
の
シ
ス
テ
ム
と
、
で

す
ね
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
サ
ー
チ
や
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

チ
と
い
っ
た
複
数
機
関
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を

検
索
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

で
は
、
多
様
な
由
来
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
一

つ
の
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
統
合
的
に
扱
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
た
め
に
も

メ
タ
デ
ー
タ
標
準
は
使
わ
れ
ま
す
。

ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
は
連
携
コ
ス
ト
の
低
下

奥田 倫子　電子情報部 電子情報流通課 標準化推進係長
平成13（2001）年4月　 図書部　図書閲覧課　図書第一係
平成14（2002）年4月　 総務部　企画・協力課　協力係
平成16（2004）年10月　収集部　収集企画課　資料管理係
平成17（2005）年10月　収集部　外国資料課　外国購入係
平成20（2008）年4月　関西館　電子図書館課　研究企画係長
平成21（2009）年8月～平成23（2011）年8月　オランダ　ライデン大学大学院留学
平成24（2012）年4月　 関西館　電子図書館課　電子化資料提供係
平成25（2013）年4月　 関西館　電子図書館課　研究企画係
平成27（2015）年4月　 電子情報部　システム基盤課　システム基盤構築係
平成29（2017）年4月　 電子情報部　電子情報流通課　標準化推進係長

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

聞き手：総務課編集係
令和2（2020）年8月11日インタビュー
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の
た
め
に
、
連
携
元
の
メ
タ
デ
ー
タ
形

式
を
原
則
そ
の
ま
ま
受
け
付
け
る
、
と
２

月
号
で
川
島
さ
ん
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た

が
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
検
索
す
る
と
、
ア
イ
テ

ム
詳
細
画
面
で
各
機
関
か
ら
提
出
さ
れ
た

ま
ま
の
メ
タ
デ
ー
タ
の
項
目
と
値
が
確

認
で
き
ま
す
。
浮
世
絵
で
あ
れ
ば
「
判

種
―
大
判
／
錦
絵
」「
絵
師
―
広
重
」
と

か
、
標
本
で
あ
れ
ば
「
和
名
―
シ
キ
ミ
」

「
界
名
―
植
物
界
」
と
か
で
す
。
こ
れ
は

失
わ
れ
る
情
報
が
少
な
い
有
益
な
仕
組
み

で
す
が
、
よ
り
精
緻
な
検
索
が
で
き
る
よ

う
に
、
集
め
た
メ
タ
デ
ー
タ
を
「
利
活
用

ス
キ
ー
マ（

２
）」

と
い
う
形
式
に
変
換
し
て
い

て
い
ま
す
。
例
え
ば
歌
川
広
重
一
世
の
作

品
な
ら
、
作
者
や
絵
師
と
し
て
、「
一
立

斎
」「
安
藤
広
重
」
な
ど
の
雅
号
や
別
称

で
目
録
が
採
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
も
ら
っ
た
デ
ー
タ
の
ま
ま
で
は
、
こ

れ
ら
の
網
羅
的
な
検
索
は
で
き
な
い
で
す

よ
ね
。
そ
れ
で
、
メ
タ
デ
ー
タ
を
集
め
た

後
で
、
項
目
も
値
も
標
準
的
な
形
に
変
換

し
て
、SPARQL

エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
と
い

う
も
う
一
つ
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
で
提

供
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
オ
プ
シ
ョ
ン
が
用
意
さ
れ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
一
般
の
人
も
使
え
る
も
の
な

ん
で
し
ょ
う
か
。

ち
ょ
っ
と
知
識
は
必
要
で
す
け
ど
、
使
え

る
と
思
い
ま
す
。

国
際
的
な
お
仕
事
も
あ
る
と
聞
き
ま
し

た
。

も
う
す
ぐ
公
開
さ
れ
るEAST ASIA 

DIGITAL LIBRARY

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
連

携
し
て
い
ま
す
。
開
発
は
韓
国
主
導
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
デ
ー
タ
モ

デ
ル
で
や
り
た
い
と
言
わ
れ
た
時
に
、
そ

こ
に
は
ま
る
よ
う
に
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
デ
ジ
タ
ル

化
資
料
の
メ
タ
デ
ー
タ
を
マ
ッ
ピ
ン
グ
し

て
い
く
、
つ
ま
り
、
二
つ
の
ル
ー
ル
を
す

り
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）
に

「
情
報
と
ド
キ
ュ
メ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」、
つ

ま
り
図
書
館
、
博
物
館
、
文
書
館
の
分
野

で
用
い
る
技
術
の
標
準
化
を
行
っ
て
い
る

専
門
委
員
会
が
あ
っ
て
、
そ
こ
の
分
科
委

員
会
に
昨
年
ま
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ（

３
）の

開
催

な
ど
の
お
仕
事
も
あ
り
ま
す
ね
。

標
準
化
と
い
う
の
は
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
デ
ー
タ
を

広
く
使
っ
て
も
ら
う
た
め
に
行
っ
て
い
る

と
い
う
側
面
が
あ
る
の
で
、
そ
の
た
め
の

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ（

４
）

を
利
活
用
す
る
市
民
や
研

究
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
し
た
り
、

ハ
ッ
カ
ソ
ン
や
ア
イ
デ
ア
ソ
ン（

５
）を

主
催
し

た
り
も
し
て
い
ま
す
。

外
部
の
先
進
的
な
方
が
い
ら
し
て
、
生
き

生
き
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
印
象
が
あ

り
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化

資
料
や
デ
ー
タ
を
使
う
と
い
う
の
は
、
図

書
館
の
利
用
方
法
と
し
て
ま
だ
ま
だ
当
た

り
前
で
は
な
く
、
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
が
必
要

な
分
野
な
ん
だ
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
10

年
ほ
ど
前
、
公
開
後
間
も
な
い
デ
ジ
コ
レ

や
歴
史
的
音
源（

６
）を

担
当
し
て
い
た
時
に
し

て
も
、
今
の
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー
チ
で
集
め
た

デ
ー
タ
を
使
っ
て
も
ら
う
こ

と
に
し
て
も
、
こ
ち
ら
か
ら

働
き
か
け
て
、
ど
ん
な
コ
ン

テ
ン
ツ
が
あ
る
の
か
、
ど
ん

な
使
い
方
が
で
き
る
の
か
と

い
う
の
を
言
葉
を
尽
く
し
て

説
明
し
て
は
じ
め
て
、
利
用

の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
と
い

う
部
分
が
あ
る
。
そ
れ
は
も

う
、
担
当
し
て
い
る
部
署
と

し
て
は
が
ん
ば
り
ど
こ
ろ
で
す
。

◆　

◆　

◆

も
と
も
と
Ｉ
Ｔ
系
に
お
強
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

全
然
。
多
少
な
り
興
味
を
持
ち
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
外
国
資
料
課
に
い
た
時
、

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
契
約
担
当
に
な
っ
た

こ
と
で
す
。
外
国
の
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に

は
購
読
料
が
非
常
に
高
額
な
も
の
が
あ
る

ん
で
す
が
、
支
払
え
な
く
な
っ
た
ら
、
過

去
に
契
約
し
て
い
た
分
に
つ
い
て
も
ア
ク

セ
ス
で
き
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
紙

だ
っ
た
ら
必
ず
残
る
の
に
、
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
だ
と「
過
去
の
分
は
大
丈
夫
で
す
よ
」

と
い
う
契
約
条
件
を
入
れ
て
な
か
っ
た
場

合
、
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

（１）https://www.ndl.go.jp/jp/dlib/standards/meta/index.html

（２）https://jpsearch.go.jp/static/developer/introduction/

（３）科学者と市民が気軽に語り合う「サイエンスカフェ」を模した小規模なイベント。

（４）インターネットなどを通じて誰でも自由に入手し、利用・再配布できるデータの総称。

（５）ハック（エンジニアリング）とマラソンをかけあわせた「ハッカソン」、アイデアとマラソン

を組み合わせた「アイデアソン」、いずれもコンピューター分野で、集中的に試作品を作る、または

アイデアを出すイベント。

（６）初期のレコード（SP盤）や金属原盤をデジタル化したもの。デジコレで提供。

利活用スキーマの画面

https://www.ndl.go.jp/jp/dlib/standards/meta/index.html
https://jpsearch.go.jp/static/developer/introduction/
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れ
な
い
。
あ
る
い
は
出
版
社
自
体
が
倒
産

し
た
り
。
そ
う
い
っ
た
と
き
に
長
期
的
な

ア
ク
セ
ス
を
保
証
す
る
た
め
の
し
く
み
が

必
要
で
、
当
時
、
欧
米
で
そ
れ（

７
）が

出
来
つ

つ
あ
っ
た
ん
で
す
。
電
子
図
書
館
事
業
と

い
う
の
は
、
単
に
自
館
の
シ
ス
テ
ム
や
コ

ン
テ
ン
ツ
を
作
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は

な
く
て
、
私
た
ち
の
主
と
し
て
使
う
情
報

が
電
子
情
報
に
な
っ
て
い
く
中
で
、
新
し

い
社
会
的
な
し
く
み
を
作
っ
て
い
く
こ
と

な
ん
だ
と
気
付
い
た
と
き
に
、
面
白
そ
う

だ
と
思
っ
た
ん
で
す
。 

今
だ
っ
た
ら
、
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン

で
音
楽
購
入
し
た
け
ど
聴
け
な
く
な
っ

ち
ゃ
っ
た
、
と
か
普
通
の
人
も
体
験
す
る

話
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
の
が
15
年
く
ら

い
前
、
論
文
の
世
界
で
す
で
に
あ
っ
た
、

と
。

「
蓄
積
す
る
」
と
い
う
図
書
館
の
機
能
を

あ
る
意
味
否
定
し
た
話
で
す
よ
ね
。 

そ
の
通
り
で
す
！　

そ
の
あ
と
電
子
図
書

館
課
（「
電
図
課
」）
に
異
動
し
た
の
は
希

望
し
て
？

た
ま
た
ま
で
し
た
。さ
ら
に
た
ま
た
ま「
電

子
情
報
の
長
期
保
存
の
た
め
の
調
査
研

究
」
の
担
当
に
な
っ
た
。

神
の
お
導
き
で
す
ね
、
き
っ
と
。

面
白
か
っ
た
で
す
ね
。
当
時
、
電
図
課
で

構
築
し
て
い
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
シ

ス
テ
ム
は
、
長
期
保
存
の
た
め
の
技
術
標

準
で
あ
る
Ｏ
Ａ
Ｉ
Ｓ（

８
）と

い
う
モ
デ
ル
に
準

拠
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
こ
そ
シ
ス
テ
ム
の
素
養
が
な
か
っ
た
の

で
仕
様
書
そ
の
も
の
を
書
い
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
取
り
ま
と
め
て

細
部
の
調
整
を
し
た
り
、
会
議
に
出
席
す

る
中
で
勉
強
し
ま
し
た
。

ラ
イ
デ
ン
大
学
に
留
学
さ
れ
た
の
は

ひ
ょ
っ
と
し
て
…
…

も
と
も
と
外
国
資
料
課
時
代
に
希
望
し
て

い
た
ん
で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
の
王
立
図
書
館

は
、e-depot

と
い
う
、
出
版
社
と
の
協

力
関
係
の
中
で
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
公
的

ア
ー
カ
イ
ブ
を
実
現
し
て
い
て
、
そ
こ
に

ま
ず
魅
か
れ
ま
し
た
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
の

大
学
院
課
程
で
は
、
書
物
史
と
メ
デ
ィ
ア

史
と
両
方
の
視
点
で
デ
ジ
タ
ル
環
境
下
の

図
書
館
や
出
版
社
の
機
能
変
化
や
技
術
動

向
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
ま
た
王

立
図
書
館
で
行
わ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
実
務
的
な
面
か
ら
授
業
し
て

も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
で
、
電
図
課
に
異

動
し
て
か
ら
留
学
の
話
を
い
た
だ
い
た
時

に
も
ラ
イ
デ
ン
大
学
を
第
一
希
望
に
し
ま

し
た
。
そ
の
時
は
す
で
にEuropean （

９
）

a

の
話
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
、
な
お
さ
ら

オ
ラ
ン
ダ
し
か
な
い
と
思
っ
て
。

留
学
前
と
後
で
意
識
は
変
わ
り
ま
し
た

か
。

最
終
的
に
、
日
本
関
係
資
料
を
テ
ー
マ
に

し
て
論
文
を
書
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
に

約
１
年
、
山
の
よ
う
な
資
料
を
見
た
ん
で

す
。
ラ
イ
デ
ン
大
学
所
蔵
の
19
世
紀
に
出

島
の
商
館
員
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
資
料

と
、
そ
れ
以
外
の
日
本
関
係
資
料
。
現
在

ま
で
に
何
度
か
移
管
さ
れ
て
い
て
、
大
学

図
書
館
以
外
に
、
ラ
イ
デ
ン
市
内
の
二
つ

の
博
物
館
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
、
ユ

ト
レ
ヒ
ト
大
学
図
書
館
に
行
き
ま
し
た
。

ま
た
蒐
集
に
か
か
わ
る
資
料
と
し
て
、
各

館
の
購
入・受
入
記
録
や
文
書
資
料
、オ
ー

ク
シ
ョ
ン
関
係
の
販
売
目
録
を
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
に
わ
ざ
わ
ざ
見
に
行
っ
た
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

そ
の
全
部
を
、
学
芸
員
や
司
書
の
方
の
厚
意

も
あ
っ
て
、
一
介
の
大
学
院
生
だ
っ
た
私
が

利
用
で
き
た
っ
て
い
う
こ
と
が
、
オ
ラ
ン
ダ

の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
な
ん
で
す
け
ど
。
と

同
時
に
、
私
は
そ
こ
に
時
間
を
か
け
て
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
ん
で
す
。
館
ご
と

に
異
な
る
規
則
で
整
理
さ
れ
て
い
る
様
々

な
資
料
を
、
慣
れ
な
い
オ
ラ
ン
ダ
語
で
見
な

く
て
は
い
け
な
か
っ

た
。
資
料
を
使
う
環

境
を
整
え
て
い
く
と

い
う
立
場
に
あ
る
私

た
ち
に
は
、
や
る
べ

き
仕
事
が
い
っ
ぱ
い

あ
る
ん
だ
な
っ
て
つ

く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
、
著
作

権
処
理
、
メ
タ
デ
ー

タ
の
整
備
…
…
。

私
が
必
要
と
し
た
資

料
は
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
し
、
未
整
理
の
も
の
も

あ
っ
た
。
日
本
に
し
て
も
オ
ラ
ン
ダ
に
し

て
も
、
歴
史
資
料
の
も
の
す
ご
い
蓄
積
が

あ
る
か
ら
、
一
気
に
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
る

わ
け
で
は
な
い
し
、
全
て
が
使
い
や
す
い

形
に
一
朝
一
夕
に
な
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。

現
在
、
デ
ジ
タ
ル
で
扱
え
る
も
の
は
私
た

ち
が
受
け
継
い
で
い
る
も
の
の
ほ
ん
の
一

握
り
に
過
ぎ
な
い
ん
で
す
。

◆　

◆　

◆

と
こ
ろ
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
は
も
と
か
ら
で

き
た
ん
で
す
か
？

ま
さ
か
。
し
ゃ
べ
れ
た
方
が
楽
し
い
だ
ろ

う
と
思
っ
て
勉
強
し
ま
し
た
。
も
と
も
と

ライデン大学図書館で日本関係資料のイベントを行った際の様子

（７）Portico（https://www.portico.org/）など。

（８）Reference Model for an Open Archival Information System

（９）文化遺産のためのEUのデジタルプラットフォーム（https://www.europeana.eu）。

https://www.portico.org/
https://www.europeana.eu
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語
学
の
勉
強
は
好
き
な
の
で
。

企
画
・
協
力
課
で
も
語
学
を
い
か
し
た
業

務
を
担
当
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
だ
か

ら
難
し
い
Ｉ
Ｔ
用
語
を
わ
か
り
や
す
く
翻

訳
す
る
の
も
得
意
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。

そ
れ
は
あ
る
か
も
。
言
い
換
え
と
か
、
言

語
ご
と
の
文
法
構
造
の
違
い
を
知
る
の
と

か
、
け
っ
こ
う
好
き
で
す
。

そ
れ
は
標
準
化
と
似
て
ま
す
ね
。

そ
う
か
も
し
れ
な
い
（
笑
）。
い
ろ
ん
な

構
造
が
違
う
も
の
を
、違
い
を
愛
し
つ
つ
、

み
ん
な
が
使
え
る
よ
う
に
す
る
。
興
味
を

持
っ
た
言
語
に
つ
い
て
は
と
り
あ
え
ず
文

法
書
を
読
ん
じ
ゃ
う
ん
で
す
よ
。

い
き
な
り
⁉　

ち
な
み
に
何
か
国
語
で
き

る
ん
で
す
か
？ 

フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
オ
ラ
ン
ダ

語
、
ド
イ
ツ
語
、
イ
タ
リ
ア
語
、
中
国
語
、

韓
国
語
…
…
、
ひ
と
と
お
り
か
じ
っ
た
け

ど
、
使
え
る
の
は
英
語
だ
け
で
す
（
笑
）。

文
法
が
分
か
る
と
と
り
あ
え
ず
満
足
し

ち
ゃ
う
。
語
順
の
変
わ
り
方
と
か
、
数
字

や
数
詞
の
扱
い
と
か
、
婉
曲
表
現
の
作
り

方
と
か
、
知
る
だ
け
で
楽
し
い
。

マ
ニ
ア
ッ
ク
で
す
ね
（
笑
）。
そ
も
そ
も

Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
就
職
し
よ
う
と
思
っ
た
き
っ
か

け
は
な
ん
だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
か
。

父
が
建
築
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
就
職
先

を
考
え
始
め
た
時
期
に
、
当
時
建
設
中

だ
っ
た
国
際
子
ど
も
図
書
館
や
関
西
館
の

話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
て
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
と
い

う
と
、
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
強

か
っ
た
の
で
、
政
治
や
法
律
を
専
攻
し
て

い
な
い
自
分
に
は
縁
の
な
い
場
所
だ
と

思
っ
て
い
た
ん
で
す
が
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
や
っ
て
い
る
ん
だ
と
わ
か
っ
て
、
そ
れ

が
一
つ
の
き
っ
か
け
で
す
。

大
学
で
は
ど
ん
な
こ
と
を
学
ば
れ
て
い
た

ん
で
す
か
。

教
育
学
で
す
。
ち
ょ
う
ど
、
総
合
的
な
学

習
の
時
間
の
導
入
時
期
で
、
主
体
的
な
学

び
を
引
き
出
す
新
し
い
形
の
授
業
な
ど
が

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
で
も
学
校
の

努
力
だ
け
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
社
会
教
育
施
設
に
も
関

心
を
持
ち
始
め
ま
し
た
。

入
館
さ
れ
て
最
初
の
配
属
は
図
書
閲
覧
課

で
し
た
ね
。

書
庫
出
納
を
や
っ
た
最
後
の
世
代
な
ん
で

す
よ
。

あ
あ
！　

関
西
館
が
で
き
る
の
を
機
に
、

平
成
14
（
２
０
０
２)

年
度
か
ら
東
京
本

館
の
図
書
の
出
納
も
業
者
委
託
に
な
り
ま

し
た
。

本
館
書
庫
に
あ
る
本
を
ほ
ぼ
全
部
見
る
こ

と
が
で
き
た
っ
て
い
う
の
が
、
そ
の
後
デ
ジ

コ
レ
で
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
も
の
を
見
た

時
に「
う
ち
の
子
！
」と
い
う
愛
着
に
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
手
に
質
感
み
た
い
な
の
が

残
っ
て
い
て
、画
面
で
請
求
記
号
を
見
て
も
、

単
に
数
字
の
並
び
じ
ゃ
な
く
て
、
書
庫
の
あ

の
あ
た
り
に
あ
っ
た
や
つ
、
と
い
う
物
理

的
な
感
覚
が
重
な
る
ん
で
す
よ
。
関
西
館

へ
の
移
送
前
だ
か
ら
、
帝
国
図
書
館
時
代

の
古
い
も
の
か
ら
新
し
い
も
の
ま
で
全
部

見
た
と
い
う
そ
の
経
験
が
、
あ
り
が
た
か
っ

た
な
ぁ
っ
て
。
今
で
も
自
分
の
根
っ
こ
に
あ

る
な
っ
て
思
い
ま
す
。

今
後
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
あ
る
べ
き
、
ま
た

ど
う
な
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す

か
。

Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
資
料
だ
け
を
使
っ
て
研
究
が
完

結
す
る
人
っ
て
そ
う
そ
う
い
な
い
と
思
う

ん
で
す
よ
。
私
た
ち
は
何
か
大
き
な
全
体

を
作
っ
て
い
る
中
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
と

い
う
意
識
を
い
つ
も
持
っ
て
い
て
。
Ｎ
Ｄ

Ｌ
が
何
か
を
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
じ
ゃ

な
く
て
、
利
用
者
の
方
な
り
、
も
っ
と
広

く
言
え
ば
国
民
な
り
が
、
何
か
を
達
成
す

る
と
い
う
こ
と
が
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
存
在
意
義

だ
と
思
う
の
で
、
輪
郭
が
必
ず
し
も
定

ま
っ
て
は
い
な
い
「
全
体
」
に
対
す
る
ア

ン
テ
ナ
を
高
く
張
っ
て
、
私
た
ち
が
ほ
か

の
と
こ
ろ
と
つ
な
が
る
こ
と
で
誰
が
何
を

実
現
で
き
る
の
か
。
そ
う
い
う
形
で
考
え

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
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歌川広重（一世）

　本誌は平成 20（2008）年 4 月号に A4 フルカラーにリニューアルして以来、表紙には、当

館所蔵資料の中から、季節に合わせた美しい絵を選んできました。選ばれた絵たちは、浮世絵、

作家のこだわりがつまった版画集、美しい口絵で人気を集めた雑誌など、所蔵資料の多様性を

表しています。今回、表紙に登場した画家を取り上げ、その中から、「国立国会図書館デジタ

ルコレクション」でご覧いただける絵を集めてみました。

（1797-1858）
江戸後期の浮世絵師。江戸定火
消同心の家に生まれる。歌川豊広
に師事。風景画にすぐれ、代表
作の「東海道五拾三次」をはじ
め、「木曽海道六拾九次」「江戸
名所百景」など、諸国風景や江
戸名所を多数描いた。
肖像：『肖像』2 之巻　野村文紹  
著　https://dl .ndl .go. jp/
info:ndljp/pid/2551760/41

No.1

「名所江戸百景　隅田川水神の森真崎」
歌川広重（１世）画　魚屋栄吉　安政 3

（１８５６）　1 枚　34.0×22.4cm（『 江 戸
名所百景』所収）
https ://d l .nd l . go . jp/ in fo :nd l jp/
pid/1312271

「新撰江戸名所　両国納涼花火之圖」
一立斎広重（歌川広重（１世））画　［江戸
後期］　錦絵　1 枚　24.2×35.8cm
ht tps ://d l .nd l . go . jp/ in fo :nd l jp/
pid/1307357

「江戸近郊八景之内　飛鳥山暮雪」部分
歌川広重（１世）画〔天保 9（1838）頃〕
1 枚　25×37cm（『江戸近郊八景』所収）
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/1309717

表紙画家セレクション

11年
3月号

09年
12月号

16年
8/9月号

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2551760/41
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2551760/41
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312271
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1312271
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1307357
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1307357
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1309717
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1309717
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川瀬巴水

（1883-1957）
大正・昭和時代の版画家。東京
出身。青柳墨川、荒木寛友に日
本画を、さらに白馬会葵橋洋画研
究所で洋画を学んだのち、鏑木
清方に師事。「旅みやげ」「日本
風景選集」など、大正・昭和を
通じて風景版画を制作した。
写真提供：渡邊木版美術画舗

No.2

「石積む舟（房州）」
川瀬巴水 画［渡辺版画店］大正 9（1920）　1
枚　39×27cm（『旅みやげ　第１集』所収）
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/2592072/1

「奈良春日神社」
川瀬巴水 画［渡辺版画店］大正 10（1921）　
1 枚　39×27cm（『旅みやげ　第 2 集』所収）
h t t p s : / / d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/2592076/4

『川瀬巴水版画集』から「亀戸の藤」
川瀬巴水 画　渡辺版画店　昭和 10（1935）　２冊　33×46cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2586550/24

13年
5月号

18年
9/10月号

17年
9/10月号

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2592072/1
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2592072/1
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2592076/4
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2592076/4
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2586550/24
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恩地孝四郎

（1891-1955）
大正・昭和時代の版画家。東京
生まれ。東京美術学校中退。竹
久夢二に私淑、ドイツ表現派、ム
ンク、カンディンスキーの影響を受
けた。詩と版画の同人誌「月映（つ
くはえ）」を創刊し、木版画によ
る抽象作品の分野を開拓。また、
装丁の分野でも広く活躍した。著
書に『日本の現代版画』など。
自画 像：『 工 房 雑 記　 美 術 随
筆』恩地孝四郎 著　興風館　昭
和 17　https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/1068785/170

No.3

「ヒヤシンス」
恩地孝四郎 画『婦人グラフ』第４巻第４号　國際情報社
昭和 2（1927）年４月　
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2799517/1（ 国
立国会図書館／図書館送信参加館内公開）

「花」（木版手摺）
恩地孝四郎 画『書窓』3 巻 1 号　日本愛書会書窓発
行所　1936.5　21cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1774367/6

（国立国会図書館／図書館送信参加館内公開）

『季節標』から版画「蟲」
恩地孝四郎 画　アオイ書房　昭和 10（1935）　37cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8311658/27

16年
4月号

17年
4月号

20年
4月号

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1068785/170
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1068785/170
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2799517/1
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1774367/6
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/8311658/27
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小林清親

（1847-1915）
明治・大正時代の版画家。江戸
本所御蔵屋敷にて幕臣の子として
生まれる。河鍋暁斎、柴田是真に
日本画を、下岡蓮杖に写真術、ワー
グマンに洋画を学んだといわれる。
木版浮世絵に洋画風の構図と光
線をとり入れた新手法を創案、自
ら「光線画」と称した。「東京新
大橋雨中図」「東京銀座街日報社」
など。
肖像：『清親　開化期の絵師』吉
田漱 著　緑園書房　1964

https://dl.ndl.go.jp/info : 
ndljp/pid/1697942/11（国立
国会図書館 / 図書館送信参加館
内公開）

No.4

表紙に登場した画家はまだまだいます。
続編をお楽しみに！

「常盤橋内紙幣寮之圖」
小林清親 画　福田熊治良　明治 13

（1880）　1 枚　23.2×34.6cm（『清
親畫帖』所収）
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/2543380/42

「上野公園内之景」
小林清親 画　福田熊治良　明治 11（1878）　1 枚　23.3×35.6cm（『清親畫帖』
所収）https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2605147/32

「［兩國花火之圖］」
小林清親 画［明治 13（1880）頃］1 枚　19.8×31.5cm（『清
親畫帖』所収）
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2543380/34

12年
8月号

15年
8/9月号

19年
11月号

https://dl.ndl.go.jp/info.ndljp/pid/1697942/11
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1697942/11
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2543380/42
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2543380/42
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2605147/32
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2543380/34
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新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
８
５
号　

Ｅ
Ｕ
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
指
令

ド
イ
ツ
民
法
典
に
お
け
る
家
族
法
―
親
子
関
係
の
変
化
を
中
心
に
―

ド
イ
ツ
に
お
け
る
法
的
性
別
変
更
―
ト
ラ
ン
ス
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
法
の

現
状
―

イ
タ
リ
ア
の
２
０
１
９
年
憲
法
改
正
法
律
―
国
会
議
員
の
定
数
削
減

と
そ
の
評
価
・
影
響
―

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
３
６
号

国
の
機
関
に
お
け
る
公
文
書
の
保
存
に
つ
い
て

上
場
企
業
の
役
員
報
酬
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向
―
企
業
業
績
と
の
連

動
性
の
強
化
―

ダ
ム
機
能
の
活
用
の
現
状
と
課
題

２
０
１
９
年
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
議
事
規
則
の
改
正
―
首
相
の
ク
エ
ス

チ
ョ
ン
タ
イ
ム
の
導
入
等
―

地
域
公
共
交
通
の
維
持
に
向
け
て
―
現
状
及
び
近
年
の
施
策
―

入
手
の
お
問
合
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14
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